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川柳ぼーど 支援者の皆さんが『自分の仕事を振り返る』
『権利意識を高める』きっかけになればとの
想いを込めた川柳のコーナーです。
皆さまの投稿お待ちしてます。

ち
ょ
っ
と
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っ
て
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ま
で
待
て
ば

　
　
　
　い
い
ん
で
す
か

　読者の皆さまから様々な投稿をお待ちしています。
　❶「わたしのニヤり・ホッと」
　❷「誰か教えて！私の支援間違ってない？」
　❸「川柳ぼーど」
　❶❷の投稿につきましては、紙面の都合上1,200字以内とさせていただきます。
原則として原文のまま掲載いたしますが、場合によっては内容を損なわない範囲
で加筆・修正させていただきます。尚、事例については、施設・個人名が特定でき
ないようご配慮お願いいたします。
　❸の川柳のテーマは福祉に関係するものであれば構いません。
　投稿は匿名でもお受けいたします（その旨記載してください）。手紙、FAX、メー
ルとお好きな方法で送ってください。

投 稿 お ま ち し て お り ま す
手紙の場合

FAXの場合

メールの場合

〒162－8953　東京都新宿区神楽河岸1－1
社会福祉法人　東京都社会福祉協議会
知的発達障害部会  人権擁護委員会宛に送ってください。

東京都社会福祉協議会 知的発達障害部会 事務局
s-okabe@tcsw.tvac.or.jp 宛に「じんけんボード投稿」
とタイトルをつけて送信してください。

03－3268－0635
知的発達障害部会  人権擁護委員会宛に送信してください。

編 集
後 記

　暑い日が続いていますが、皆さんはいかがおすごしでしょうか？
　私は今年度から東社協の人権擁護委員会に参加させていただきました。これまで自身の施設で働いて
きて他の施設の方の話を聞く機会がなく、周りの意見、考えに良い刺激を頂いています。自身の施設の
みではたらいていると視野が狭くなり固定観念が強くなってしまうこともあると思います。皆さんはど

うでしょうか？支援にはたった一つの正解というものはなく、いろんな角度から見ると複数正解があると思います。沢
山の意見を取り入れ、皆んなでよく話し合う事で、利用者の方々が幸せと感じて頂ける支援が出来るのではないかと改
めて感じました。

社会福祉法人 南風会 青梅学園　舩木　和
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津久井やまゆり園事件について

2016年7月26日に発生した事件です。元施
設職員の男性が深夜に施設に侵入し、19人を刺
殺、26人に重傷を負わせた、戦後最悪の大量殺
人事件です。

虐待、殺人事件につながる「暴力と排除」

暴力が排除を導くだけでなく、排除が暴力を
導きます。暴力によって排除をする人は、幼少
期などに何かしらの形で、世間や集団から排除
（いじめ、家族からの虐待、孤立、経済的困窮、等）
された経験がある人物が多いということが研究
結果から分かりました。排除されてきた人物は、
再び排除されることを恐れ、自分より弱い人物
を排除しようとする傾向にあります。危険な発
言をしたり、殺人願望を言葉にするような仲間
がいたら、排除したり縁を切ったりすることな
く、話を聞く・声をかける等、寄り添うことが
重要です。

どのような状況で
人は暴力の加害者になりやすいか

次にリスク・ニード・応答性モデル（Risk-Need-

Responsivity:RNRmodel）の挙げる「リスク（ど
のような状態に置かれた人が加害者になりやす
いか）」「ニード（どのような状態に対して介入を
行うべきか）」「応答性（どのような個人差を加味
して、具体的にどのような介入方法を選択する
か）」を通して暴力について考えます。
リスクには、「社会環境に帰属されるリスク」
と「個人の行動特性に帰属されるリスク」があり
ます。前者は、教育・就労からの排除、機能不
全な家族関係、犯罪を可能にする人間関係など
であり、後者は、反社会的行動パターン（精神科
的診断における反社会的人格障害の意味ではな
く、ルール違反やトラブルの既往、衝動性や自
己中心性の高さなど）、向犯罪的態度（犯罪を正
当化する傾向）、薬物使用（アルコール含む）など
です。

“自立支援”とは

自立とは、周りに頼らずに過ごすことを意味
すると思われがちですが、自立支援というのは、
頼れる物を増やす（選択肢を増やす）ことをさし
ています。様々な物や人や環境に頼れるように
支援していく事が、自立支援を意味するのです。

相模原事件の背景に
どのような要因が影響していたか

被害者側からアプローチしても、加害者側か
らアプローチしても、地域コミュニティーから

排除され、社会的に孤立し、依存先（生きていく
のに必要な、頼れる物的・人的資源）が一部の物
や人に集中しているとき、人は暴力に巻き込ま
れやすくなります。同じような事件が二度と起
きないようにするためには、①介助者の分散、②
介助者の当事者研究、③痛みについての当事者研
究、④見えにくい障害の可視化と言語のバリアフ
リー、⑤必要原則に基づく分配の強化、の視点が
重要であり、「危ない仲間ほど、独りぼっちにさ
せない」ことであると締めくくられました。

ワーキングメモリー

ワーキングメモリ―とは、短時間に頭の中で
情報を保持し、操作する能力の事を言います。
数秒か、せいぜい数分の短い時間に、限られた
情報を一時的に覚える事だけに用いられます。
発達障害者はこのワーキングメモリーのバラン
スが悪く、心的処理が出来ない事であるため、「発
達障害＝ワーキングメモリー障害」と表すことが
できます。

発達障害者の疾病問題

発達障害者の肥満率は50％、生活習慣病にな
りやすいとされています。糖尿病の罹患率は健
常者に比べ2倍です。

問題行動を起こさせない

ASD（自閉症スペクトラム）に対して有効な療
育プログラムに共通する特徴は、①構造化された
行動療法的で教育的なアプローチをとっている
こと。②プログラムを家庭でも実施するために親
のトレーニングも行っていること。③5歳までに
開始していること、があげられます。発達障害
のある人は、‘待つ’ことが苦手で突発的な行動を

起こすことがあります。その為様々な工夫をし
（例：絵カードを作成し、待つことが難しい状況
になった場面で使用する等）報酬系ネットワーク
の弱さを補うことが支援の一つとしてあげられ
ます。
報酬系ネットワークとは、「脳において、欲求
が満たされたとき、満たされることが分かった
時に活性化し、快の感覚を与える神経系のこと」
です。喉の渇き、食欲、体温調整欲求といった
生物学的で短期的なものから、他者に褒められ
る、愛される、子どもの養育をするなど、より
高次で社会的・長期的なものまで含まれます。
そして、報酬系の働きがあるから、短期的欲求
を抑えて、学習や仕事を優先できるようになっ
ていくことができるようになります。

Report.1

「誰もが生きやすい社会とは」 ～津久井やまゆり園の事件を通して～
講師：熊谷　晋一郎氏

知的障害や自閉症のある人の人権を守る、
不器用と感覚処理の理解と対応

講師：齋藤　宇開氏、増子　拓真氏

成30年2月17日(土)飯田橋セントラルプラザ会議室で「共生社会への道のり～心のバリアを解
き放て～」をテーマに、当委員会主催の人権フォーラムを開催しました。実施内容と参加者の

感想を記載します。
　午前は東京大学先端科学技術研究センター准教授の熊谷晋一郎氏に、「誰もが生きやすい社会とは
～津久井やまゆり園の事件を通して～」と題してご講演いただきました。
　午後はたすく株式会社代表取締役の齋藤宇開氏、作業療法士の増子拓真氏に、「知的障害や自閉症
のある人の人権を守る、不器用と感覚処理の理解と対応」をテーマに講演していただきました。

平

共生社会への道のりと課題
～心のバリアを解き放て～

第22回 人権フォーラム 開催報告
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東京都は、毎年「東京都虐待防止・権利擁護研
修」を開催しています。みなさんの施設からも受
講されている方がいらっしゃるのではないで
しょうか。平成23年度から開催されており、平
成28年度まで累計1,300人が受講してきました。
この研修は、厚生労働省による｢障害者虐待防
止・権利擁護指導者養成研修｣を受けて、東京都
の伝達研修として実施するものです。最終的に
は、受講者のみなさんが事業所に戻って障害者
の虐待防止や権利擁護に関する研修を開催し、
職場全体で障害者虐待防止法の実効性のある取
り組みを進めていただくことを狙いとしていま
す。
対象により3つのコースに分かれており、法人
代表者や管理者、施設長などを対象とした「管理
者コース」、事業所等において障害者虐待防止・
権利擁護に関する責任者として研修の企画・運
営を担う虐待防止マネージャー等が対象の「従事
者コース」、区市町村の職員等が対象の、「障害者
虐待防止センター等担当職員コース」があります
が、今回は、障害福祉サービス事業所の方が受
講される「管理者コース」「従事者コース」の昨年
度の実施状況を中心にご説明したいと思います。
●「管理者コース」「従事者コース」について
この2つのコースは、都内障害福祉サービス事
業所に勤務する職員を対象に、昨年8月、東京都
福祉保健財団ホームページから両コースの募集
を行いました。8月末までの募集で、過去最高と

なる961人もの申込みがあり、東京都が各事業
所管と調整した結果、募集定員を上回る会場の
収容人数ギリギリの580人（管理者コース：280
人、従事者コース:300人）に受講決定が出されま
した。両コースとも全2日間で、1日目の講義は
両コース合同の「共通講義」として、2日目は各
コースに分かれて講義・演習を行うという内容
となっています。
冒頭でも説明しましたとおり、この研修は国
の伝達研修ですが、国から示されたカリキュラ
ムについて、東京都では都の実情に合わせてど
のような研修にするか、財団内に研修運営委員
会を設けて検討しています。今年度は、東京都
社会福祉協議会知的発達障害部会人権擁護委員
会で活動する八王子平和の家施設長の渡辺和生
氏を筆頭に、ワークセンターけやき統括施設長
の高澤勝美氏、は～と・ピア2施設長の松下功一
氏等にご協力いただき、東京都における研修の
実施方法や講師の選定などの研修内容について
ご検討いただきました。
●1日目「共通講義（11月21日開催）」
最初の講義は、事業所のみなさんに共通して
理解していただきたい内容を広く盛り込みまし
た。『障害者虐待防止法についての理解と虐待事
案について』では弁護士の関哉直人氏から「虐待
事案の多くは障害者の権利を侵害する小さな出
来事がエスカレートして発生している」とのお話
し、『性的虐待及び心理的虐待、放棄・放置の禁止』

ではいずみ寮施設長の横田千代子氏から、婦人
保護施設に入所している知的障害をお持ちの方
が、自らの被害を訴えることも難しい中で過酷
な体験をした事例について、『当事者・家族の声
を聞く』ではにりん草生活支援センターの櫻井基
樹氏のコーディネートにより、当事者2人の方と
ご家族からこれまでの体験を通じて「支援者に望
むこと」をテーマにした発表、『障害者福祉施設
従事者等による障害者虐待の防止について』では
社会福祉法人正夢の会の山本あおひ氏から、自
身の法人内での取り組み事例を通じて、「虐待防
止に職場環境の改善も大切だ」等の講義について
大きな反響がありました。参加者からは「様々な
角度、切り口で多面的な研修で大変内容の濃い
研修だった」との声が多く聞かれました。
●2日目「講義・演習」（管理者コース：11月27日、
従事者コース：12月4日）
2日目はより実践的な内容で演習も組み込まれ

ています。両コースとも、まず稲城市発達支援
センターレスポーいなぎセンター長の堀内太郎
氏により、行動障害のある方への支援を中心に
記録の重要性や統一された支援の大切さについ
ての講義が行われました。
淑徳大学短期大学部の打波文子氏から当事者

向けに障害者虐待防止法を分かりやすく説明す
る手法について、渡辺和生氏・松下功一氏のア
ンガーコントロールを含めた『職員のメンタルヘ
ルス』の講義と続きました。
この後、演習として、管理者コースの『施設・
事業所における虐待防止体制の整備』では、櫻井
基樹氏と高澤勝美氏が講師となって、施設のリー
ダーとしての、虐待防止への取り組み姿勢や組
織管理、人材育成について様々な角度から学ん
でいただき、最後に受講者のみなさんに研修を
受講した上での「行動宣言！」をしていただきま
した。従事者コースのほうは、渡辺和生氏・レジ
デンス虹施設長の田口明美氏から、施設におけ

る虐待防止研修の参考になるよう多くの事例検
討を行い、受講者のみなさんにグループ討議を
通じてさまざまな意見交換をしていただきまし
た。両コースとも、講義と演習が実施されたこ
とで、アンケートでは、1日目よりも受講者のみ
なさんの理解が進んだとの声が多く聞かれまし
た。
●施設に戻られて…
計3日間にわたった管理者コース・従事者コー

スですが、最後に、事務局からみなさんに研修
実施報告書のご提出をお願いしました。これは、
この研修の最終的な目的が、現場の職員一人一
人が障害者虐待防止法や権利擁護に関しての共
通の知識を持ち、実践に活かすことだからです。
この研修内容は、研修当日だけではなく、職場
に戻っての報告研修などで活用していただけれ
ばと思います。みなさんの研修実施の一助にな
ればと、財団ホームページに当日使用した研修
資料のデータを公開しています。ぜひ、一度ご
覧ください。
●最後に
障害分野も多岐にわたり、さまざまのサービ

ス種別の事業所の方がこのように一堂にご参加
いただく研修というのは、他にあまりないかも
知れません。申込受付から当日の研修運営に至
るまで、たくさんの不備がありましたこと、この
場をお借りしましてお詫び申し上げます。また、
アンケートや研修実施報告書の中で皆さんから
たくさんの意見を頂戴しました。ありがとうご
ざいました。いただいたご意見は、研修運営委
員会の委員にも諮り、今後の研修運営の参考と
させていただきます。
なお、今年度は、会場を区部地域と多摩地域

で実施できるよう調整しているところです。今
年度も昨年同様、8月頃に募集を行う予定です。
詳細が決まりましたら、財団ホームページを通
じてお知らせいたします。

Report.1

津久井やまゆり園の事件は、施設職員として決して忘れてはいけない事件であると改めて感じまし
た。また、自分を含め、日頃から利用者と関わっている支援職員は、この事件を他人事だと思うこと
なく、しっかり受け止め、考えていく事が、このような事件を二度と起こさない事に繋がると思います。
障害者は、暴力や排除を受けない権利を持っているのにもかかわらず、逃れることができない、逃
げ方を知らない、ということが大半であると思います。利用者の一番近くにいる自分たちが加害者に
なる可能性がとても高い事をしっかりと意識しながら、利用者と関わっていきたいと思いました。ま
た、自立支援の意味をもう一度学び直し、利用者が生きていきやすいように支援を行っていきたいと
思います。
午後の講義では、問題行動は、幼少期の支援・関わりの仕方で、成人後に大きく変化があるという
ことが分かりました。少しでも早く、利用者に合った支援方法を見つけ、保護者の方と協力をしなが
ら支援していくことが大切であると感じました。障害者が抱える様々な問題に向き合い、一緒に問題
解決をしていきたいと思います。

（花の里　澤井　幸紀）

依存先の少ない障害者と加害者の
話、やまゆり園の悲劇を繰り返さない
ために、私たちは何をしたらいいか、
どう考えていったらいいかを教えて下
さる機会になりました。

普段から介助する立場に立つことが
多いですが、今まで考えることが出来
ないことを考える、大きなきっかけと
なり、貴重な気付きの時間になり、深
く感謝しています。特に熊谷講師のお
話は、障害の分野にとどまらず子育て
（社会）の分野でも、大きく関わること
だと感じました。これからの福祉全般
にとっても、とても重要な内容だと思
いました。

人権に対する考えを逆説的にとらえ
ていくところが新鮮で、とても納得で
きました。人間社会は、やはり障害う
んぬんではなく、いかに拠り所をもと
めていくものであるかと実感しまし
た。利用者も職員も輪の中の一人、社
会の一人として充実して過ごせる社会
を目指して、出来るところから初めて
いきたいと思います。

自立支援とは、依存できるところを
増やしていくことという言葉を聞い
て、とても驚きました。介助者も介助
される側も、生き生きと生活していけ
る世の中になればいいと思いました。

目からウロコです。
「加害者も被害者も依存先が少なく、
依存先が集中することで暴力が増え
る」確かに共感できます。今まで聞い
た事のない、とても深い講演でした。
「依存先が少ない」…最大のキーポイン
トだと思いました。とても分かりやす
かったです。

平成２９年度
東京都障害者虐待防止・

権利擁護研修が開催されました！
東京都障害者虐待防止・権利擁護研修 事務局
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※この記事は、東京都障害者虐待防止・権利擁護研修事務局の方にご寄稿いただきました。
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東京都は、毎年「東京都虐待防止・権利擁護研
修」を開催しています。みなさんの施設からも受
講されている方がいらっしゃるのではないで
しょうか。平成23年度から開催されており、平
成28年度まで累計1,300人が受講してきました。
この研修は、厚生労働省による｢障害者虐待防
止・権利擁護指導者養成研修｣を受けて、東京都
の伝達研修として実施するものです。最終的に
は、受講者のみなさんが事業所に戻って障害者
の虐待防止や権利擁護に関する研修を開催し、
職場全体で障害者虐待防止法の実効性のある取
り組みを進めていただくことを狙いとしていま
す。
対象により3つのコースに分かれており、法人
代表者や管理者、施設長などを対象とした「管理
者コース」、事業所等において障害者虐待防止・
権利擁護に関する責任者として研修の企画・運
営を担う虐待防止マネージャー等が対象の「従事
者コース」、区市町村の職員等が対象の、「障害者
虐待防止センター等担当職員コース」があります
が、今回は、障害福祉サービス事業所の方が受
講される「管理者コース」「従事者コース」の昨年
度の実施状況を中心にご説明したいと思います。
●「管理者コース」「従事者コース」について
この2つのコースは、都内障害福祉サービス事
業所に勤務する職員を対象に、昨年8月、東京都
福祉保健財団ホームページから両コースの募集
を行いました。8月末までの募集で、過去最高と

なる961人もの申込みがあり、東京都が各事業
所管と調整した結果、募集定員を上回る会場の
収容人数ギリギリの580人（管理者コース：280
人、従事者コース:300人）に受講決定が出されま
した。両コースとも全2日間で、1日目の講義は
両コース合同の「共通講義」として、2日目は各
コースに分かれて講義・演習を行うという内容
となっています。
冒頭でも説明しましたとおり、この研修は国
の伝達研修ですが、国から示されたカリキュラ
ムについて、東京都では都の実情に合わせてど
のような研修にするか、財団内に研修運営委員
会を設けて検討しています。今年度は、東京都
社会福祉協議会知的発達障害部会人権擁護委員
会で活動する八王子平和の家施設長の渡辺和生
氏を筆頭に、ワークセンターけやき統括施設長
の高澤勝美氏、は～と・ピア2施設長の松下功一
氏等にご協力いただき、東京都における研修の
実施方法や講師の選定などの研修内容について
ご検討いただきました。
●1日目「共通講義（11月21日開催）」
最初の講義は、事業所のみなさんに共通して
理解していただきたい内容を広く盛り込みまし
た。『障害者虐待防止法についての理解と虐待事
案について』では弁護士の関哉直人氏から「虐待
事案の多くは障害者の権利を侵害する小さな出
来事がエスカレートして発生している」とのお話
し、『性的虐待及び心理的虐待、放棄・放置の禁止』

ではいずみ寮施設長の横田千代子氏から、婦人
保護施設に入所している知的障害をお持ちの方
が、自らの被害を訴えることも難しい中で過酷
な体験をした事例について、『当事者・家族の声
を聞く』ではにりん草生活支援センターの櫻井基
樹氏のコーディネートにより、当事者2人の方と
ご家族からこれまでの体験を通じて「支援者に望
むこと」をテーマにした発表、『障害者福祉施設
従事者等による障害者虐待の防止について』では
社会福祉法人正夢の会の山本あおひ氏から、自
身の法人内での取り組み事例を通じて、「虐待防
止に職場環境の改善も大切だ」等の講義について
大きな反響がありました。参加者からは「様々な
角度、切り口で多面的な研修で大変内容の濃い
研修だった」との声が多く聞かれました。
●2日目「講義・演習」（管理者コース：11月27日、
従事者コース：12月4日）
2日目はより実践的な内容で演習も組み込まれ

ています。両コースとも、まず稲城市発達支援
センターレスポーいなぎセンター長の堀内太郎
氏により、行動障害のある方への支援を中心に
記録の重要性や統一された支援の大切さについ
ての講義が行われました。
淑徳大学短期大学部の打波文子氏から当事者

向けに障害者虐待防止法を分かりやすく説明す
る手法について、渡辺和生氏・松下功一氏のア
ンガーコントロールを含めた『職員のメンタルヘ
ルス』の講義と続きました。
この後、演習として、管理者コースの『施設・
事業所における虐待防止体制の整備』では、櫻井
基樹氏と高澤勝美氏が講師となって、施設のリー
ダーとしての、虐待防止への取り組み姿勢や組
織管理、人材育成について様々な角度から学ん
でいただき、最後に受講者のみなさんに研修を
受講した上での「行動宣言！」をしていただきま
した。従事者コースのほうは、渡辺和生氏・レジ
デンス虹施設長の田口明美氏から、施設におけ

る虐待防止研修の参考になるよう多くの事例検
討を行い、受講者のみなさんにグループ討議を
通じてさまざまな意見交換をしていただきまし
た。両コースとも、講義と演習が実施されたこ
とで、アンケートでは、1日目よりも受講者のみ
なさんの理解が進んだとの声が多く聞かれまし
た。
●施設に戻られて…
計3日間にわたった管理者コース・従事者コー

スですが、最後に、事務局からみなさんに研修
実施報告書のご提出をお願いしました。これは、
この研修の最終的な目的が、現場の職員一人一
人が障害者虐待防止法や権利擁護に関しての共
通の知識を持ち、実践に活かすことだからです。
この研修内容は、研修当日だけではなく、職場
に戻っての報告研修などで活用していただけれ
ばと思います。みなさんの研修実施の一助にな
ればと、財団ホームページに当日使用した研修
資料のデータを公開しています。ぜひ、一度ご
覧ください。
●最後に
障害分野も多岐にわたり、さまざまのサービ

ス種別の事業所の方がこのように一堂にご参加
いただく研修というのは、他にあまりないかも
知れません。申込受付から当日の研修運営に至
るまで、たくさんの不備がありましたこと、この
場をお借りしましてお詫び申し上げます。また、
アンケートや研修実施報告書の中で皆さんから
たくさんの意見を頂戴しました。ありがとうご
ざいました。いただいたご意見は、研修運営委
員会の委員にも諮り、今後の研修運営の参考と
させていただきます。
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で実施できるよう調整しているところです。今
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ために、私たちは何をしたらいいか、
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多いですが、今まで考えることが出来
ないことを考える、大きなきっかけと
なり、貴重な気付きの時間になり、深
く感謝しています。特に熊谷講師のお
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（社会）の分野でも、大きく関わること
だと感じました。これからの福祉全般
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めていくものであるかと実感しまし
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を目指して、出来るところから初めて
いきたいと思います。

自立支援とは、依存できるところを
増やしていくことという言葉を聞い
て、とても驚きました。介助者も介助
される側も、生き生きと生活していけ
る世の中になればいいと思いました。

目からウロコです。
「加害者も被害者も依存先が少なく、
依存先が集中することで暴力が増え
る」確かに共感できます。今まで聞い
た事のない、とても深い講演でした。
「依存先が少ない」…最大のキーポイン
トだと思いました。とても分かりやす
かったです。

平成２９年度
東京都障害者虐待防止・

権利擁護研修が開催されました！
東京都障害者虐待防止・権利擁護研修 事務局

Report
2

※この記事は、東京都障害者虐待防止・権利擁護研修事務局の方にご寄稿いただきました。

参加
者の

感想
です
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東京都は、毎年「東京都虐待防止・権利擁護研
修」を開催しています。みなさんの施設からも受
講されている方がいらっしゃるのではないで
しょうか。平成23年度から開催されており、平
成28年度まで累計1,300人が受講してきました。
この研修は、厚生労働省による｢障害者虐待防
止・権利擁護指導者養成研修｣を受けて、東京都
の伝達研修として実施するものです。最終的に
は、受講者のみなさんが事業所に戻って障害者
の虐待防止や権利擁護に関する研修を開催し、
職場全体で障害者虐待防止法の実効性のある取
り組みを進めていただくことを狙いとしていま
す。
対象により3つのコースに分かれており、法人
代表者や管理者、施設長などを対象とした「管理
者コース」、事業所等において障害者虐待防止・
権利擁護に関する責任者として研修の企画・運
営を担う虐待防止マネージャー等が対象の「従事
者コース」、区市町村の職員等が対象の、「障害者
虐待防止センター等担当職員コース」があります
が、今回は、障害福祉サービス事業所の方が受
講される「管理者コース」「従事者コース」の昨年
度の実施状況を中心にご説明したいと思います。
●「管理者コース」「従事者コース」について
この2つのコースは、都内障害福祉サービス事
業所に勤務する職員を対象に、昨年8月、東京都
福祉保健財団ホームページから両コースの募集
を行いました。8月末までの募集で、過去最高と

なる961人もの申込みがあり、東京都が各事業
所管と調整した結果、募集定員を上回る会場の
収容人数ギリギリの580人（管理者コース：280
人、従事者コース:300人）に受講決定が出されま
した。両コースとも全2日間で、1日目の講義は
両コース合同の「共通講義」として、2日目は各
コースに分かれて講義・演習を行うという内容
となっています。
冒頭でも説明しましたとおり、この研修は国
の伝達研修ですが、国から示されたカリキュラ
ムについて、東京都では都の実情に合わせてど
のような研修にするか、財団内に研修運営委員
会を設けて検討しています。今年度は、東京都
社会福祉協議会知的発達障害部会人権擁護委員
会で活動する八王子平和の家施設長の渡辺和生
氏を筆頭に、ワークセンターけやき統括施設長
の高澤勝美氏、は～と・ピア2施設長の松下功一
氏等にご協力いただき、東京都における研修の
実施方法や講師の選定などの研修内容について
ご検討いただきました。
●1日目「共通講義（11月21日開催）」
最初の講義は、事業所のみなさんに共通して
理解していただきたい内容を広く盛り込みまし
た。『障害者虐待防止法についての理解と虐待事
案について』では弁護士の関哉直人氏から「虐待
事案の多くは障害者の権利を侵害する小さな出
来事がエスカレートして発生している」とのお話
し、『性的虐待及び心理的虐待、放棄・放置の禁止』

ではいずみ寮施設長の横田千代子氏から、婦人
保護施設に入所している知的障害をお持ちの方
が、自らの被害を訴えることも難しい中で過酷
な体験をした事例について、『当事者・家族の声
を聞く』ではにりん草生活支援センターの櫻井基
樹氏のコーディネートにより、当事者2人の方と
ご家族からこれまでの体験を通じて「支援者に望
むこと」をテーマにした発表、『障害者福祉施設
従事者等による障害者虐待の防止について』では
社会福祉法人正夢の会の山本あおひ氏から、自
身の法人内での取り組み事例を通じて、「虐待防
止に職場環境の改善も大切だ」等の講義について
大きな反響がありました。参加者からは「様々な
角度、切り口で多面的な研修で大変内容の濃い
研修だった」との声が多く聞かれました。
●2日目「講義・演習」（管理者コース：11月27日、
従事者コース：12月4日）
2日目はより実践的な内容で演習も組み込まれ

ています。両コースとも、まず稲城市発達支援
センターレスポーいなぎセンター長の堀内太郎
氏により、行動障害のある方への支援を中心に
記録の重要性や統一された支援の大切さについ
ての講義が行われました。
淑徳大学短期大学部の打波文子氏から当事者

向けに障害者虐待防止法を分かりやすく説明す
る手法について、渡辺和生氏・松下功一氏のア
ンガーコントロールを含めた『職員のメンタルヘ
ルス』の講義と続きました。
この後、演習として、管理者コースの『施設・
事業所における虐待防止体制の整備』では、櫻井
基樹氏と高澤勝美氏が講師となって、施設のリー
ダーとしての、虐待防止への取り組み姿勢や組
織管理、人材育成について様々な角度から学ん
でいただき、最後に受講者のみなさんに研修を
受講した上での「行動宣言！」をしていただきま
した。従事者コースのほうは、渡辺和生氏・レジ
デンス虹施設長の田口明美氏から、施設におけ

る虐待防止研修の参考になるよう多くの事例検
討を行い、受講者のみなさんにグループ討議を
通じてさまざまな意見交換をしていただきまし
た。両コースとも、講義と演習が実施されたこ
とで、アンケートでは、1日目よりも受講者のみ
なさんの理解が進んだとの声が多く聞かれまし
た。
●施設に戻られて…
計3日間にわたった管理者コース・従事者コー

スですが、最後に、事務局からみなさんに研修
実施報告書のご提出をお願いしました。これは、
この研修の最終的な目的が、現場の職員一人一
人が障害者虐待防止法や権利擁護に関しての共
通の知識を持ち、実践に活かすことだからです。
この研修内容は、研修当日だけではなく、職場
に戻っての報告研修などで活用していただけれ
ばと思います。みなさんの研修実施の一助にな
ればと、財団ホームページに当日使用した研修
資料のデータを公開しています。ぜひ、一度ご
覧ください。
●最後に
障害分野も多岐にわたり、さまざまのサービ

ス種別の事業所の方がこのように一堂にご参加
いただく研修というのは、他にあまりないかも
知れません。申込受付から当日の研修運営に至
るまで、たくさんの不備がありましたこと、この
場をお借りしましてお詫び申し上げます。また、
アンケートや研修実施報告書の中で皆さんから
たくさんの意見を頂戴しました。ありがとうご
ざいました。いただいたご意見は、研修運営委
員会の委員にも諮り、今後の研修運営の参考と
させていただきます。
なお、今年度は、会場を区部地域と多摩地域

で実施できるよう調整しているところです。今
年度も昨年同様、8月頃に募集を行う予定です。
詳細が決まりましたら、財団ホームページを通
じてお知らせいたします。

普段、口論になりやすいご利用者2
人が一緒に同じうたを歌ってデュエッ
トしていてました。その姿を職員が笑
顔で見守っている姿にホッとしました。

行事担当でない職員が「手伝う事あっ
たら言ってくださいね。」と声をかけて
くださいました。また、実際にお願い
をしたら協力してくださった方もいま
した。そういった助け合う姿勢にニヤ
リとしました。

ウォーキング中に、ご利用者と共に地域の方に笑顔で挨拶する支援員ににやりしました。

誕生日だったご利用
者を、職員や他

利用者で歌いながら
祝っていた事にニ

ヤリしました。

箱根方面への宿泊を実施。当日参加されたご利用者の3分の1は、約20年宿泊等に参加した事がないという状況ではありましたが、ご利用者の良い思い出になるよう個々に併せた配慮を行い、2日間大きなトラブルなく終える事が出来ました。また、ご利用者の良い思い出に繋げる事が出来、職員がチーム一丸となって今もてる力を充分に発揮した結果だと思いました。

ご利用者から質問があった際に、な
んとなく答えるのではなく、パソコン
で用語を調べてから返答していた支援
員ににやりしました。

Report.2

とても暑い日に、出勤した職員へ「暑
いのでこまめに水分補給して下さい
ね！」と声をかけている職員。忙しい業
務の中でも、職員を気遣う声掛けをし
ていて素敵だなと思いました。

着替えることに拘る
ご利用者に対し、

穏やかな声のトーン
で「着替えずにその

ままの洋服が似合っ
てますよ。」と声を

かけている職員。ご
利用者も「そっか。」

と納得され、着替え
るのをやめていた。

否定的な言い方では
ない上に、冷静な

声掛けがご利用者の
心に入ったと思い

ました。

支援を通した利用者とのかかわり、
ご家族との会話の中や地域の方など人が集まるところで偶然出会う瞬間に、
「ニヤり」としたり心が温かくなったりすることがあります。
自分だけのものにしておくのは「もったいない」ので、
「ホッと」な気持ちが広がっていくように書き留めてみました。

ホッと
ニヤり
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箱根方面への宿泊を実施。当日参加されたご利用者の3分の1は、約20年宿泊等に参加した事がないという状況ではありましたが、ご利用者の良い思い出になるよう個々に併せた配慮を行い、2日間大きなトラブルなく終える事が出来ました。また、ご利用者の良い思い出に繋げる事が出来、職員がチーム一丸となって今もてる力を充分に発揮した結果だと思いました。

ご利用者から質問があった際に、な
んとなく答えるのではなく、パソコン
で用語を調べてから返答していた支援
員ににやりしました。

Report.2

とても暑い日に、出勤した職員へ「暑
いのでこまめに水分補給して下さい
ね！」と声をかけている職員。忙しい業
務の中でも、職員を気遣う声掛けをし
ていて素敵だなと思いました。

着替えることに拘る
ご利用者に対し、

穏やかな声のトーン
で「着替えずにその

ままの洋服が似合っ
てますよ。」と声を

かけている職員。ご
利用者も「そっか。」

と納得され、着替え
るのをやめていた。

否定的な言い方では
ない上に、冷静な

声掛けがご利用者の
心に入ったと思い

ました。

支援を通した利用者とのかかわり、
ご家族との会話の中や地域の方など人が集まるところで偶然出会う瞬間に、
「ニヤり」としたり心が温かくなったりすることがあります。
自分だけのものにしておくのは「もったいない」ので、
「ホッと」な気持ちが広がっていくように書き留めてみました。

ホッと
ニヤり
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川柳ぼーど 支援者の皆さんが『自分の仕事を振り返る』
『権利意識を高める』きっかけになればとの
想いを込めた川柳のコーナーです。
皆さまの投稿お待ちしてます。

ち
ょ
っ
と
待
っ
て

　
　い
つ
ま
で
待
て
ば

　
　
　
　い
い
ん
で
す
か

　読者の皆さまから様々な投稿をお待ちしています。
　❶「わたしのニヤり・ホッと」
　❷「誰か教えて！私の支援間違ってない？」
　❸「川柳ぼーど」
　❶❷の投稿につきましては、紙面の都合上1,200字以内とさせていただきます。
原則として原文のまま掲載いたしますが、場合によっては内容を損なわない範囲
で加筆・修正させていただきます。尚、事例については、施設・個人名が特定でき
ないようご配慮お願いいたします。
　❸の川柳のテーマは福祉に関係するものであれば構いません。
　投稿は匿名でもお受けいたします（その旨記載してください）。手紙、FAX、メー
ルとお好きな方法で送ってください。

投 稿 お ま ち し て お り ま す
手紙の場合

FAXの場合

メールの場合

〒162－8953　東京都新宿区神楽河岸1－1
社会福祉法人　東京都社会福祉協議会
知的発達障害部会  人権擁護委員会宛に送ってください。

東京都社会福祉協議会 知的発達障害部会 事務局
s-okabe@tcsw.tvac.or.jp 宛に「じんけんボード投稿」
とタイトルをつけて送信してください。

03－3268－0635
知的発達障害部会  人権擁護委員会宛に送信してください。

編 集
後 記

　暑い日が続いていますが、皆さんはいかがおすごしでしょうか？
　私は今年度から東社協の人権擁護委員会に参加させていただきました。これまで自身の施設で働いて
きて他の施設の方の話を聞く機会がなく、周りの意見、考えに良い刺激を頂いています。自身の施設の
みではたらいていると視野が狭くなり固定観念が強くなってしまうこともあると思います。皆さんはど

うでしょうか？支援にはたった一つの正解というものはなく、いろんな角度から見ると複数正解があると思います。沢
山の意見を取り入れ、皆んなでよく話し合う事で、利用者の方々が幸せと感じて頂ける支援が出来るのではないかと改
めて感じました。

社会福祉法人 南風会 青梅学園　舩木　和
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